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制服に関する研究(第1報）
－北海道に於ける女子高校の制服採用とデザインの調査一
服飾美術科筒井京子
I目 的
最近女子学生や生徒の制服について，いろいろと論議がおこなわれているが，この研究
は，これからの学校に於ける服飾指導はどうあるべきかと言う観点のもとに，まず女子高
校の制服採用状況と，デザイン，色及び材質等を調査し，この調査データーをもとにし
て，現代に於ける女子学生･生徒の制服の機能性，経済性，美観等を考察したものである。
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Ⅱ調査方法
I（1）方法
調査用紙を用いたアンケー ト法で，その内容は,(1,出身高校の所在地｡l2制服採用のあ
る，なし｡(31制服による学年の区別([例〕白線，ネクタイの色，校章等)｡(4"3年間に於
ける制服の製作枚数。(5)色及び材質｡(6)デザイン，色および着用に対しての意識調査（こ
の意識調査は次回に報告する)｡などである。又別紙にスタイル画をのせ，その中に制服の
デザインを描かせ，プリーツの数と価格を記入させた。
（2）対象及び期間
調査対象は，北海道女子短期大学服飾美術科学生158名、北海道ドレスメー カー 女学院
本科生289名，師範科生190名，高等師範科生40名，合計677名で，調査期間は1966年1月
下旬～2月上旬迄である、
、
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Ⅲ結果及び考察
（1）制服採用の学校数
制服採用の学校数は，第1表に示すように．調査校135校中132校(97.8%)で，制服を
採用していない学校は3校（2.2％）であった｡
次に制服採用の学校数132校の地方別内訳は，第2表の通りである、
｜
’
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第1表制服採用状況
なおアンケートに解答した人数が677人に
対して，回答に現われた学校数135校と言う
のは，同一校出身者が50人も含まれている場
合もあった為である。又この135校は，北海
道の高校数275校（男子校は除く）の，約雍
に該当し，道内の主要都市にあるものが多
く，従って道立，および私立高校の大部分を
調査する事が出来たのである。なお奥地方の
学校の細部にわたる調査は近いうちに実施し
たいと思う。
1’
制服がある｜制服がない
135校
2.2％97.8％
’
第2表制服調査校の内訳
?????????
21校石狩 十勝
’
根室・釧路空知
?????
網走後
??
渡島 9校
13校
上川・留萠
胆振・日高 谷宗
（2）デザインについて
第1図は，北海道に於ける女子高校生の制服のデザインを，夏服，冬服，スカートに分
けて全体的に示した図である。
第1図制服のデザイン
冬服のデザインを見ると，セーラー型が，56．8％と高率を占し，次はテーラー型のシン
グル，テーラー型のダブル，ノーカラー型，ヘチマカラー型の順になって居る。又夏服に
於いてもセーラー型が高率を占め，ジャンパースカート，ベスト，スカート，ブラウス・
スカートの順になって居る。次にスカートは，平面プリーツが高率を占め，ボックスプリ
ーツ，フレヤーの順となって居る。
第2図は．女子高校生の制服のデザインをスタイル画で表現したものである。
これは各学校のそれぞれ異ったデザインを選んだものであるが，ボタン数やボケ"，卜の
夏服冬服 スカート
ヘチマカラ
0.8％
－型 フレヤー
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第2図冬服の傾向
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位置，またカラー の大きさや形等に於いて，実際のデザインから多少ずれている点がある
かも知れぬ。制服のデザインは，第1図で示した様に，冬服，夏服共にセー ラー 型が高率
を示して居る。セー ラー 型は大正の始め，女生徒の服装が洋制服になった頃の最初のデザ
インであり，伝統があるだけに最も学生らしいデザインで，多く使用されて居るが，前中
央がわである為，胸回りの大きい生徒等は，前の丈が不足になり，良く電車やバスの中
で，吊り皮につかまって居る生徒のWLから，下蒜が覗いて居るのを見る事がある｡セー
ラー型は(1)A～D校の様にカラーに付けるラインの数や，入れ方，ポウの結びかたに
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第2図夏服の傾向
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よりそれぞれ相異がある。このほか腕や胸にワッペンを付けたり，ポケットの形や大きさ
を変えたりして，その学校の特色を出して居る｡(2)のB校とD校のスタイルを比較し
て見ると，上着が両校共テーラー型であるがD校がスカートの壁数が多い為，重い感じを
受ける。又(2)C校は上着に白黒の千島格子，スカートにチヤコールグレーを使用してい
たが，これは調査中唯1校で，他はほとんど無地を使用している。次に夏服の傾向を見る
と，セーラー型は冬服と同じデザインが多い。したがって特にスタイル画は図示しなかっ
た。スタイル（5）のジャンパーと（6）のウエスキットの組合せは，同じ位の比率であ
るが，夏服の場合はジャンパーよりウエスキットの組合せの方が，暑い時に上着がぬげる
ので便利である。次に学校創立の年代とデザインとの関係をみる。学校創立の年代は，第
第3表学校創立の年代3表の通りであるが132校中明治時代に創立され
代｜学校数｜％ た学校が20校,大正時代に創立された学校が24校，
昭和20年迄に創立された学校が22校で，昭和21年
～30年迄に創立された学校が43校である。戦後急
激に高校がふえて来ていることがわかる。次に学
校創立の年代を，地方別に見ると，第3図の通り
である。
年
明治時代
大正時代
戦前（昭和20年迄）
戦後(昭理罐迄）
〃（昭電罐迄）
合計
????????
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15
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17
32．5
17.5
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＃
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第3図学校創立の年代
… 明治10年～30年O’／0
??（ ??） ??
後 渡
???????? ?????
罰十
???????
志島 勝 走 谷
図によれば，戦後創立された学校の多い地方は，釧路・根室で，次は宗谷，北空知，南
空知，石狩の順となって居る。又明治の古い時代に創立された学校の多いのは，渡島地方
で，次は石狩，上川，留萠の順となっている。
第4図は創立年代によるデザインの変化をスタイル画で表現したものであるが，制服の
第4図制服のデザインと学校創立の関係
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デザインと学校創立年代との関係を見ると，明治，大正時代に創立された学校はセーラー
型にプリーツ，スカートが多く，昭和の半頃に創立された学校は，テーラー型にプリーツ
スカートが多い。しかし昭和30年以降に創立された学校においては，デザインは非常に近
代的な感覚を取り入れている。特にスカートは，ボックスプリーツやフレヤーが多く，し
たがって，プリーツの数が次第に減少して軽やかになり，又上着のデザインも図の様にテ
ーラー型か，ノーカラー型が非常に多くなった。このように制服のデザインは次第に機能
性，経済性及び美的感覚を考え，スタイルも年代と共に徐点に変って来て居ることがわか
る。
次に制限のデザインを地方別に見ると，冬服については，第5図の通りである。
第5図冬服のデザイン
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まずセー ラー 型は十勝，網走地方が86％で高率を占め，次は渡島の78％で，上川，留
萠，石狩，北空知の順になって居る。又後志地方と釧路根室地方は，セーラー型は少く，
むしろテーラー型や，ノーカラー型のデザインが多い。これは，第3図学校創立の年代
（地方別）に示されて居た様に，釧路根室地方は，戦後創立された学校が多く，したがっ
て男女共学の学校が増し，女子の制服を新しくデザインして取り入れた学校が多いためと
思われる。又後志地方に於いては，明治時代に創立された学校でも，ほとんどデザインを
新しく変えて居り，又昭和30年以降，新しく制服をデザインした学校が多いためと思われ
る。渡島地方は，明治，大正時代に創立された学校が最も多く，この地方で，セーラー型
が多いのは，古くから創立された学校は部分的にデザインを変えても当初のセーラー型は
変えず．依然として伝統を維持しているためと思われる。網走地方は古くから創立された
学校は少なく，昭和16年頃から28年頃までに創立された学校が多い。中には昭和30年以降
に創立した学校もあるが，ほとんどセーラー型である。又十勝地方も大正と昭和に創立さ
れたものが，ほぼ同数であるが，同じくほとんどがセーラー型である。胆振日高地方及び
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宗谷地方は，大正時代及び昭和の初期の創立と昭和30年以降の創立とが相半ばしており，
セーラー型とテーラー型とがほぼ同数を示しているが，この場合も，その創立の理由によ
るものではないかと思う。然し空知地方に於いては，南空知はテーラー型やノーカラー型
があるが，北空知は昭和30年以降の新しく創立された学校に於いてもセーラー型が非常に
多い。
第6図は，夏服の地方別デザインであるが,冬服のデザインと同じ様な結果が出ている。
第6図夏服のデザイン
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セー ラー 型は冬服同様，十勝，網走地方が高率を占め，次に渡島，北空知，石狩地方の順
である。釧路・根室地方及び後志地方も冬服同様，他の地方に比較するとセー ラー 型は少
く，釧路・根室地方はベスト・スカー トとジャンパー ・スカー トとが半々 位であるが，後
志地方はジャンパー はなく，ベスト・スカー トが多い。これらの両地方は冬服のデザイン
がジャケット形式が多かった為，中の組合せを考えたのではないかと思われる。宗谷地方
はベストとスカートの組合せが多いが，冬服に於いて，テーラー型が比較的多く，ジャケ
ットの中にウエスキットを組合わせて居たのが多かった為ではないかと思う。又南空知と
北空知を比較すると，北空知はセーラー型が多く，南空知はセーラー型は少く，ジャンパ
・ーブラウスとブラウス・スカー トが多い，故に同じ空知地方でも南と北とでは冬服，夏
服共に違いがある。これは創立にあまり関係がない様で，むしろ，学校の伝統やその地方
の習慣等にも関係があるのではないかと思われる。地方別による冬服，夏服の総体的傾向
を見ると，学校創立の年代によりデザインは変って居るが，古く創立された学校は，機能
性より，むしろ伝統を重んじるせいか，部分的にデザインは変化されているが，全体とし
ては創立当時のデザインが多い。又地方に行く程伝統や習慣にこだわるせいか，スカート
はプリーツが多く，全体的に重苦しい感じを受けるスタイルが多い。
次に第7図は，スカートの種類を地方別に見たものであるが，プリーツが圧倒的に高率
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第7図スカートの種類
■■■＝平面プリーツ
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を示し，ボックス，プリー ツやフレヤー は低率を示している。比較的ボックスプリー ツの
多い地方は，後志と釧路・根室地方であるが網走地方は’00％プリー ツである。したがっ
て制服のスカー トは，上着に対し，重いプリー ツのスカー トがまだまだ多い事がわかる。
第4表は，スカー トの形と檗数を調べたものであるが，平面プリー ツの場合製数24本が
第4表スカートの形と壁数??
高率を示し，28～30本，26本，22～20本，12本，16本の順になっているoなかには36本と
いう非常に多い壁数も見受けられた。又ボックスプリー ツに於いては4本が一番多く，次
は6本，8本の順であった。8本の場合は少々 重い感じはするが，上着のデザインによっ
ては，適量と思われる場合もある。ボックスプリー ツに於ける壁数は4本，6本が適量と
思われる。
次にデザイン別の壁数を見ると，第5表の通りである。まず平面プリー ツを見ると，セ
ラーー 型においては，26本と24本が高率を示し，テー ラー 型やノー カラー 型に於いても，
第5表デザイン別の壁数
懸票
洋服の型～I ’
平面ブリ－ツ
'21唾'20~221241元~P5二元FE
粥
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38．6
8．3
1．5
??????? ??????? 38.6
0．8
0．8
6.8
1.5
-
0．8
－
ー???
??
??
ー
1.5
ー
???
??
??
－
12.1
1．5
－
0．8ー
???
制服関する研究（第1報） 2Z
同じく24本が高率を示して居るoしかしセーラー型に36本のプリーツや，テーラー型に30
本等のプリーツはスカートとして，檗数が多く，見た目も重苦しい感じを受ける。プリー
ツを多く取ると，運動に便利の様に思われるが，たしかにゆとりはあるけれども，着用し
た場合非常に重く，かえって，運動量に欠ける。又長く着用しているうちに，折り切れを
生じ，更生などをする場合に活用が出来なくなる。又布を多く必要とするので，フレヤー
スカートより，プリーツスカートは不経済と思われる。
（3）色について
第8図制服の色制服の色を夏服，冬服に分けて調査した結果冬服
の色については，第8図の通りである。まず紺色が
54.6％で高率をしめ，次に黒の31.8％，紺又は黒，
12.8％，白黒の千鳥格子0．8％の順になっている。
なお夏服の色は100％白であった為図表には示さな
かった。
第9図は,冬服の色を地方別に比較した図である。
まず紺色の多いのは石狩地方の95％，次に後志・
渡島が89％・釧路・根室が64％，上川・留萠が60％
の順となっている。次に黒い色の一番多い地方は胆
振・日高で54％，次いで宗谷，網走地方の50％であ
る。黒又は紺色については宗谷地方が50％で一番多
く，その他十勝地方,南空知地方の順となって居り，
もし宗谷地方が紺色でなく黒を使用して居るとする
と100％，黒い色の制服と言う事になる。
図冬服の色
…一紺
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白黒・千鳥格子
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紺色は都市に近い地方に多く使用され，黒い色は宗谷，網走，日高方面など中央より離
れた地方に多く用いられて居る。なお同じ空知地方でありながら，北空知は紺色が多いが
南空知は黒い色が多い。戦後20年,国内はおだやかに，産業は飛躍的な発展を示し，街頭
には無数の色が出回っているにもかかわらず，制服の色は紺又は黒が，依然として多い。
紺色については，永島信子がその日本衣服史に「紺…紺は柄物界の染色の基調をなすもの
こうや
で，実に徳川中葉以来の国民服色の基調をなすもので有ります。故に染物屋のことを紺屋
とよぶ様になりましたのもこのためであります。…そしてこの紺染は濃色でございました
ゆえに,染色上の工作にも大して細かき心配はいらなかったと見えまして…後世木綿が渡
来してデ国民生活にゆき渡った時，やはり染法の関係から藍ぞめが主となり，国民衣服皆
紺調をなiし，人の集る所黒山を築くといわるるほどに成りました。…」と述べているよう
に昔から一般国民の基調色であり，又濃い色のためあまりむらも出来ず，如何なる布地に
も良く染った様に思われる。なお現在に於いても大量生産する布地においては，紺色は一
番良く染まると言われ，又毎年同じ色に染めるのにも，紺色が一番良いと言われている。
又紺色や黒い色は，儀式用として用いられるが，これについては「孝徳天皇大化三年七色
プヵキハナダ
十三階六冠の制において，冠（大小青冠）髻華（銀）服色（紺)」（歴世服飾考及び日本衣
服史）とあり，又学生儀式着の始めを見ると，永島信子著，日本衣服史に「明治以来教育
の振興と共に学生と言う新生活が起りましたが，之等は率先して国定の節には其式に参列
せしめられたゆゑに自ら儀式着の必要に生じ遂に制を成すに至りました。
男生徒木綿黒紋付羽織。着物（筒袖）袴（馬乗袴に準ぜしむ）履物随意。
女生徒木綿黒紋付（四つ身は袖模様)｡白襟儒伴。女学生袴。半紙。靴又は草履｡」
となっている。故に紺色は官給の色であり,Lたがって，黒又は紺色は，古くから儀式用
として用いられ，現在においても冠婚葬祭において，その利用範囲は広いのである。
しかし，風俗書報（第三百四十八号小石川区之部其一，明治39年9月10日東洋堂発行）
のなかに跡見女学校の式服が次のように記戴されている。
’上着黒地5つ紋（模様なし）地質木綿。
’下着白地同地質キャラコ。
’袴紫地同地質メリンス又はカシミヤ類。
当時女学生の服装が海老茶袴と定められたが，跡見女学校では紫色の袴を使用させてい
る。このように昔から機能性ばかりでなく美しさについても考慮が払われていたと思われ
る。したがって，生徒の服装である以上堅実で実用性をともなわなければならないが，や
はり女子生徒らしい美しさも十分に取り入れなければならないと思う。
（4）材質について
制服の材質を夏服と冬服に分けて調査した結果，第10図の通りである。
まず冬服の材質を見ると，サー ジが49％で高率を占め，カシミヤ32.2％がこれに次いで
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第10図制服の材質 いる。ギャバジン・ドスキン・ウ
ールなどもあるが，そのパーセン
テージは極めて低い。なお材質自
由が4％あった。次に夏服の材質
を見ると，タッサープロードが71
％で高率を占め，次はテトロン混
紡15％で，自由が3％であったo
冬服の材質を地方別に見ると，第
11図の通りである。サージは渡
島，石狩地方が高率を示し,網走，
北空知地方は低率である。
後志地方と，釧路・根室地方は
デザインも色も同じ様な傾向を示
していたが，材質もまた同じ様な
第11図冬服の材質
?《???》??》???、?????、????》、?〕、??《??〕、?》?? ? ? 『》 ? 〕? ?
ﾕカシミヤ
、鉦
傾向を示し，サー ジが多い。なおサー ジを多く使用しているのは，都市に近い地方で，色
は紺色が多く使用されている。次にカシミヤの多い地方は，網走，北空知，宗谷で，これ
らの地方は比較的黒が多く，デザインもセー ラー 型が多い。次に夏服の材質を地方別に見
ると，第12図に示したように，タツサー ブロー ドが圧倒的に多い。ことに十勝地方は100
％がタッサーブロードである。次は上川，渡島の順となっている。なおこれらの地方の夏
服のデザインはセーラー型が多いが，これはテトロン混紡の材質よりも，少々厚みのある
しっかりしたブロードを使用するためではないかと思われる。ブロード又はテトロンは後
??
夏服冬服
自由
3％
ドスキン
ギャバジン1.5％
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第12図夏服の材質
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志と釧路根室地方に多く，この両地方はデザインの項でも述べた様に（第5図，第6図参
照）夏服と冬服の傾向が似ている。両地方がテトロン混紡を使用しているのは，ブラウス
が多いためと思われるが，これはテトロン混紡の方がブロー ドより軽く，アイロンもかけ
ずにすむという長所があるためと思われる。以上材質について地方別に考察したが一般に
奥地方に行く程，黒い色でカシミヤやドスキン等の高級品を用いて居るが都市に近い学校
は，紺色でサージを多く用いていることがわかる。なおセー ラー にカシミヤ等の布地を使
用した場合，プリーツは折り切れをするので高価な布地を使用した場合は不経済である。
カシミヤはむしろテー ラー ド形式の制服に適して居り，又布地がしっかりしているので卒
業後も活用出来る。
（5）製作枚数について
第6表は3年間に一着の制服で間に合ったかどうかを調査したものである｡まず3年間うかを調
一着の制服で間に合ったものは32.4％’
間に合わなかったものは67.3％，その他
0.3％であった。その他についての理由
を調べると，途中転校したため制服が変
り，はっきりした枚数がわからないとい
うのである。次に一着で間に合ったもの
を地方別に見ると，後志は40.6％で最も
多く，次に宗谷の38.9％，釧路根室の
3.5％の順になって居る。十勝,渡島およ
び網走地方は反対に一着で間に合ったも
|服の製作状況
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のが少ない。又これ等の地方の制服のデザインを見ると（第5図参照）後志,釧路,根室地
方は，ノーカラー型や，テーラー型のデザインが多く，十勝，網走，渡島地方は，比較的
セーラー型のデザインが多い。それでセーラー型のデザインよりも，テーラー型又はノー
カラーのジャケット形式のデザインの方が，3年間一着の制服で間に合わせ-凰塵率が多
かった。
第7表は，3年間に於ける制服の製作枚数を調査したものであるが，集計は，始めに制
第7表三年間で作った制服の枚数
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服を一着作った，以外の枚数をもとにした。又一人で各種類を，一着或は一枚以上製作し
て居るものも居たので合計人数は，全人数より多少多くなって居る。まず製作の種類を見
ると全体として，冬服上下一着を製作して居るものが高率を占め，次に夏物上着2枚，冬
服上着1枚，夏物スカート1枚，夏物上着1枚の順である。
ブラウスの製作は平均3枚以上が最も多く，次は5～6枚の順となって居るo8～10枚，
多いのは15枚も製作して居る人があるが，これは一年中，ブラウスを着用する様な制服の
妬 筒井 京 子
デザインによるものと思われるが，特に冬期間における，ストーブのすすや，排気ガス等
の汚れが多いために，布地等もいたみやすいためとも思われる。
次に製作の種類を，地方別に見ると，冬服上下は，石狩地方が高率を示し，渡島地方は
最も低い，その他の地方はあまり差は認められないが，冬服上下1～2着を製作した人が
意外に多い事がわかった。又渡島，南空知，北空知，及び網走の諸地方は，ジャンパース
カートを多く製作して居る人が多い。これらの地方は，比較的，セーラー型にジャンバー
スカートの組合せが多いためではないかと思われる。この様に冬服の製作に於いては多少
の差はあるが，あまり大きな差は認められなかった。ブラウスに於いては，ジャケットに
スカー ト，そして中にブラウスを着用するデザインの地方は，圧倒的にブラウスを製作す
る人数が多く，セー ラー 型の地方は比較的少い･又網走地方などは1枚も製作をしていな
い。以上をまとめてゑると，冬服に於いては各地方共，あまり差は認められないが夏服に
おいては，セー ラー 型の多い地方は，夏服の上着，及びスカー トを製作する人が多く，又
ジャケットにスカー ト形式の多い地方は，ブラウスを製作する人が多かった。
（6）制服における学年差の表示について
第18表は制服において，学年の区別が，どの様に表示されているかを調べたものである。
第8表制服における学年差の表示
壽1
'32榎’ 69.7
％
’
学年差の
表示あり
30.3 …
（例えば白線の色別と数，ネクタイの色別，校章の色又は胸章，校章の台の色，その他腕
章など｡)調査の結果，学年による区別のある学校数は132校中30.3%,区別のない学校数
は69.7％で区別のない方が多かった。
なお区別のある学校数（30.3％）の内訳は図表の通りで，校章の色によって’学年の差
を示すものが最も高率を示していた。そこでわが国の校章の始まりを，見ると，明治7年
創立の東京女子師範学校では『明治,2年頃迄女学生は，和服であれば，柄と品物は何んで
もよかったらしいが，但し校内に於いては「官絵」の紺と浅黄色の竪縞になった袴を穿
き，髪は唐人篭，それに洋銀製のかんざしをさした。そのかんざしは桜花の象つたもので
その花弁に「東京女子師範学校」の文字が刻まれてあった……」。これが徽章なのであ
る。しかしその後銀かんざしは廃止された。また「東京女子師範学校附属高等女学校創立
50年，84徽章」には「明治35年10月当校生徒の徽章を制定する事に決定し･…･･39年6月18
日より，全生徒に侃用せしめたり。」と記されてある。
そしてこの徽章についての後閑菊野史の記述によれば，「帯布は錦糸，博多織にして，
幅，一寸六分色は濃紫色いわゆる古代紫なり，中央に線状あり之を白色を以て茶の実，及
てん
び蒙体の水字体を織り出せり。茶と水とは往昔此の地をお茶の水と称せるに取れるなり，
：
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この帯をつけている学生は何か学校のプライドを持ち，まわりのものもあれはお茶の水の
生徒であると信頼感を持った｡」とある。これが帯型の校章の始りである。次にラインを
校章としている学校については，「朝日グラフ」（大正13年10月1日第3巻14号）に成女女
学校の例が載っている。「袴の黒条を持て，校章としている。黒は地味にして強く，如何
なる誘惑にも染まい色なれば創立当時は海老茶袴につけたもので，今日はスカートに黒条
をめぐらしている』とある｡(家政大学紀要）
以上の事から，かんざしや帯，又は袴のライン等は,それぞれ学校の表徴であり，これら
をつけた事によって，学生はプライドと自覚を持ち，又周囲からも信頼されていた様に思
われる。現在では校章はバッチになっている学校が多いようであるが，なかにはポケット
や腕，等にもデザインとして用いている学校もある。したがって，校章により，学年を区
別することは，相互に自覚を持ちあうことにはなるが，他面においては，封建的な精神の
残津を示すものとも考えられる。次に服装に表われた，学年の区分を地方別に見ると，第
9表の通りである。まず，白線，で分けている地方は，釧路・根室地方の14.3％，渡島地
第9表制服における学年差の表示（地方別）
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表示あり 百~雨i3ｸﾀ&|校章の色|潔篭亭|腕のﾐFニーア、壼進臺毒地方別愚～～
学年差の
表示なし
％
鯵’
％ ％
?ヮ?
％9砂
14.3
6．7
8．3
7.7
14.3
42.9
28.6
10.0
12.5
??????????
??
?
19.0
53.3
2う.0
22.2
22.2
15.4
28.6
64.3
35.7
10.0
25.0
81.0
46.7
75.0
77.8
77.8
84.6
71.4
35.7
64.3
90.0
75.0
石狩
南空知
北空知
後志
渡島
胆振・日高
十勝
釧路・根室
編走・北見
上川・留萠
宗谷
13．3
8.3
22.2
11.1
14.3
7．1
12．5
????
??
?
?????
ー
11.1
14.3
ー
方の11．1％である｡このラインは，主に衿や袖口に，付けられており，スカー トに付けら
れている学校はない。渡島地方には，道内では最も古い創立の．函館白百合や遺愛女子
校，などがあり，古い伝統である，セー ラー 型が多いためと思われる。釧路．根室地方に
は比較的新しく創立された学校が多いが，中にはセーラー型を伝統として居る学校があ
り，これらは地方の習慣や学校の伝統などによるものと思われる。
1年生は白線，2年生，3年生は黒線で，学年差を表わしている学校は，今もそれによ
って，精神的な自覚を持たせる為ではないかと思われる｡次にネクタイの色により学年
の区別を示す方法であるOこれについては，「女子生徒の洋制服が取り入れられたのは，
大正10年前後からでミッションスクールか’さもなければかなり進歩的な学校の生徒に見
られる程度●セーラー服の校風もあちこちに見られ学校によってネクタイの色や結び方に
I
’
詔 筒井 京 子
よって，学年の区別をしたりした｡」（家政大学紀要）とあるように，ネクタイの色や結び
方によって，学年の区別を示す仕方は，大正10年前後からであり，古い伝統である様に思
われる。最近では，セーラー服の制服にネクタイの色別は，1部の学校を除いてはあまり
見受けられず，むしろテーラー型か，ノーカラーのジャケットで，中に着用しているブラ
ウスに，ボラを結ぶ傾向が多くなっている。ネクタイの色で，学年を区分している学校を
見ると，渡島地方11.1％のセーラー型の他は，各地方共，テーラー型が多く，1番パーセ
ントの多い後志地方22.2は，ほとんどがノー カラー 型と，テー ラー ，カラー のジャケット
にﾈｸﾀｲで,色別を出して居る。
1年生は100％が赤かえんじ色で，2年生は緑又は紺色，3年生は圧倒的に黒が多い。
赤，緑，黒等と上級生に行く程，地味にしてあるのは，色により上級生としての，落
着きと，自覚を持たせるためであろうと思われる。校章の色に於いては釧路根室地方が高
率を示し，次が網走．北見地方の順で，後志．渡島地方を除いた，他の地方は，低率では
あるが，ほとんど校章の色により学年が分けられている。
次に胸章によっ下,,分けられている学校を地方別に見ると,南空知が一番多く，北空知，
胆振・日高がこれに次い-CL,ゑ。
又腕のマークによる学年別は，ほとんどセーラー型に用いられているo
なお学年差の表示を採用している学校を地方別に見ると第9表に示すように，釧路・根
室地方が，64.3％で，高率を示し，次いで南空知の，53.3％がある。網走・北見は35.7％
十勝28.6％で，胆振15.4％，上川留萠10.0％が最も低い。したがって学年差の表示は創立
の新旧にかかわらず，北方又は奥地の学校ほど，多く採り入れていることがわかるo
Ⅳ要 約
1）北海道に於ける女子高校の，制服採用は，高率を占め，採用していない学校は調査
校（135校）中2.2％に過ぎなかったo
2）制服のデザインに於いては，夏，冬共にセー ラー 型に，プリー ツ・スカー トが高率
を占め，次にシングルのテー ラー 型，ダブルのテー ラー 型，ノー カラー 型，ヘチマカラー
型の順となっている。
3）制服のデザインと学校創立の関係を見ると，明治，大正に創立された学校は，セー
ラー 型にプリー ツ・スカー ト，昭和の前半に創立された学校は，テー ラー 型にプリー ツ。
スカー トが多いこれに対して昭和30年以降に，創立された学校は，スカー トは，ボック
ス．プリー ツが多く，上着はノー カラー 型か，テー ラー 型で，次第に機能性，経済性,及
び美的性質を考えている。又デザインも年代と共に除奄に変って来ているが，しかし地方
別のデザインを見ると，道北や道東の奥地方に行く程，壁数が多く見た目にも重い感じを
受ける制服が多くゑられた。
鴬
喋h
制朗関する研究（第1報） 29
4）色及び材質については，まず冬服は，紺又は黒のギャバジンが高率を示し，白・
黒の千鳥格子等のウールを用いている学校は，調査校中，1校のみあった。又一般に奥地
方，特に，道北や網走地方の学校は黒色のカシミヤ又はドスキン等の，高級品を用い，道
南，道央地方は紺色で，材質はギャバジンを用いている学校が多い。夏服においては，白
色が100％を示し，材質はタッサーブロードが最も多い。テトロン混紡も使用されている
が，そのパーセンテージは低い。
5）三年間に於ける制服新調枚数を調べた結果，ジャケット形式の方が，セーラー型よ
り製作枚数は少なかった。
6）制服によって学年の区別を示した学校は約乃で，区別してない学校の方が多かっ
た。区別している学校を見ると，古く創立された学校が比較的多い。地方別について見る
と，創立の新旧にかかわらず，道北，及び道東の奥地方の学校が，学年別を校章によって
示しているものが多かった。
戦後20年有余，衣，食，住の発展した中で，特にめざましく衣服が発達している今日，
なお，制服採用が高率をしめしている事実については，それに相応ずる理由が存在するこ
とと思われるので，次回は制服を採用している学校と，採用していない学校とを比較し，
その意識，経済性，等の問題を調べて見たいと思うo
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